
２月４日（火）から６日（木）の３日間、加古川市消防本部の方々に講師をお願い

し、２年生が「救命講習」を受講しています。傷病者の命を救い、社会復帰に導くた

めの救命処置。１１９番通報があってから救急車が現場に到着するまでにかかる時間

は全国平均で約９分。この時間に心肺蘇生をした場合、社会復帰率は、心肺蘇生をし

なかった場合の２倍以上になるといわれています。 

 「救命講習」では、その場に居合わせた人が行う一次救命処置の手順に沿って、胸

骨圧迫の仕方や人工呼吸の手順、AEDの使用手順などについて、加古川市消防本部の

方々がわかりやすく教えてくださいました。生徒たちは、実際に人形を使って実技を

しながら手順を覚えました。 

 

 


